
（別紙４）

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） ２８名 （回答者数） ２８名

～ 令和７年　２月　７日

（対象者数） ２名 （回答者数） ２名

～ 令和７年　２月　２８日

（対象数） ２８名 （回答数） ２１名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・訪問支援員を希望するスタッフへの教育を充実させ、集団

生活をより安心して取り組めるように取り組む

2
・今後も継続して訪問先施設との連携及び共有を丁寧に行っ

ていく

・実務経験が５年以上のスタッフで対応しているため、経験

や知識を生かした具体的な対応が行えている

・児童発達支援及び放課後等デイサービスも併設しているた

め、ご利用者の状況等を共有し療育の中で対応も行っている

・訪問先の先生方との連携をより深めている
・教育機関の状況を把握し、担当する先生方との会話を直接

及び電話等を利用して取り組んでいる

令和７年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　３月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和７年　２月　１日

○事業所名 療育ステーション　Colorful

○保護者評価実施期間 令和７年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問支援員の追加の検討

・月・年間での行事の把握等を行い必要な状況に迅速に対応

できるように見通しを立てる工夫が必要

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問支援員が2名のため、訪問調整が難しい
・訪問先施設や保護者の要望時間、日時や頻度の調整でお待

たせしてしまう状況がある


